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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理は「自然現象に対する考え方」の学問です。授業では、課題に対して自ら考えるための“考え方”

を学ぶ活動を行います。物理現象には隠された法則性や規則性があり、それらを見抜く力を身につけ

ることが最も大切なことです。「言葉の定義」や「数式の意味」をしっかり理解することで法則性を

見抜くことができ、理解できた時には新たな知見や視野を得ることができるでしょう。何気ない自然

現象を楽しく感じることができるようになることを願います。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的

に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ、

科学的な自然観の見方や考え方を育成する。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・観察・実験などを通して、

自然の物理的な事物・現

象に対して、基本的な概

念や、原理・法則を理解

し、身につけている。 

・自然の物理的な事物・現象

に関して観察・実験技能

を習得するとともに、そ

れらを科学的に探究する

方法を身につけている。 

・自然の物理的な事物・現象

に問題を見いだし、実験・

観察などを行うとともに、

物理学的に探究する能力

と態度が形成され、基本的

な概念・法則を理解し、科

学的な自然観をもつこと

ができる。 

・実験の過程や結果及びそこ

から導き出した考えを的

確に表現することができ

る。 

・自然の物理的な事物・現象

について関心、探究心を持

ち、意欲的にそれらを探究す

るとともに、科学的態度を身

につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

平
面
内
の
運
動 

・運動の表し方 

・落体の運動 

a:運動の基本法則を理解し、それ

らを応用して様々な運動の解

析に発展することを物理学的

に理解し、未知の運動を予測で

きる。 

b:運動の相対性の視点から運動

現象を観察でき、実験を考案で

きる。複雑な運動が基本的な運

動のどのような組み合わせに

よって生じているのかを理解

して、実験を計画できる。 

c:平面上での運動について、物理

基礎で学習した内容を踏まえ、

ベクトルや数式を用いて表そ

うとする意欲をもつ。 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定期考査 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定 期 考

査 

レポート 

提出ノート 

 

 

 

 

レポート 

振り返りシ

ート 

剛
体
の
つ
り
合
い 

・剛体にはたらく力 

・力のモーメント 

a:力のつり合いと、モーメントの

つり合いから、剛体の運動を予

測できる。 

b:剛体の運動のようすを観察し、

運動の原因を、力のつり合いと

モーメントのつり合いの条件

から探究的に導くことができ

る。 

c:剛体のつり合いの条件を理解

し、日常生活との関連について

意欲的に調べようとする態度

が見られる。 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定期考査 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定 期 考

査 

レポート 

提出ノート 

 

 

 

 

レポート 

振り返りシ

ート 
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２
学
期 

運
動
量 

・運動量と力積 

・運動量の保存 

・衝突とエネルギー 

a:運動量保存の法則から、物体の

衝突や、運動量と運動エネルギ

ーとの違いについて、概念を理

解し、違いを説明することがで

きる。 

b:運動量と力積の違いや、運動量

と運動エネルギーとの違いを

見出し、的確に表現することが

できる。 

c:運動量と力積の違いについて

意欲的に調べ、日常生活との関

連を探究しようとする意欲と

態度が見られる。運動量の保存

と力学的エネルギーの保存と

の違いに関心を持ち、意欲的に

探究する態度が見られる。 

 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定期考査 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定 期 考

査 

レポート 

提出ノート 

 

 

 

 

レポート 

振り返りシ

ート 

円
運
動
と
単
振
動 

・等速円運動 

・慣性力 

・単振動 

a:円運動や単振動・単振り子など

の周期的運動の実験を的確に

行い、周期と他の物理量との関

係を導くことができる。 

b:見かけの力である慣性力につ

いて、見る立場によって異なる

ことを思考・判断し、説明する

ことができる。単振動と等速円

運動の関係性を見出し、的確に

表現することができる。 

c:慣性力について、日常生活にお

ける具体例を調べ、意欲的に探

究する態度が見られる。等速円

運動と単振動との関係に関心

を持ち、意欲的に学習しようと

する態度が見られる。 

 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定期考査 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定 期 考

査 

レポート 

提出ノート 

 

 

 

 

レポート 

振り返りシ

ート 
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３
学
期 

万
有
引
力 

 

・ケプラーの法則 

・万有引力 

・万有引力による位置エネル

ギー 

a:ケプラーの法則から万有引力

の法則を導く過程を理解して

いる。万有引力を受ける物体の

運動を理解している。 

b:万有引力を受ける物体の運動

を思考し、例などを用いて的確

に表現することができる。ま

た、重力と万有引力との違いを

思考し、的確に説明することが

できる。 

c:万有引力を受ける物体の運動

について、地球や月、太陽との

間だけでなく、宇宙全体に関係

することや、人工衛星の打ち上

げなどにも関係することに興

味を持ち、探究する態度が見ら

れる。 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定期考査 

 

提出ノー

ト 

小テスト 

定 期 考

査 

レポート 

提出ノート 

 

 

 

 

レポート 

振り返りシ

ート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


